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地震などの災害時には、施設の損壊などにより普段使用しているトイレが使用できなくなる場
合があります。実際に、令和６年能登半島地震でも多くのトイレが使用できなくなりました。災害
時のトイレ環境は、体調管理の面で非常に重要です。トイレの回数を減らすために飲食を我慢す
ると体調を崩したり、疾病の原因にもなりますので、災害用トイレは必ず備蓄しましょう。

災害用トイレ の備蓄

水 の備蓄

お湯を沸かすことができるため、即席麺など、
食べられる食材の幅が広がります。

水は１人１日３リットル※(飲料用・調理用)

カセットコンロ

問い合わせ…危機管理課　i048-242-6357　k048-257-3535

7日分
程度

ガスボンベ
1本で約60分使用可能

1人 3L 家族の人数分

4人家族の場合
約140回分必要

1人1日
約5回

家族の
人数分

7日分
程度

※湯せんや食品・食器を洗う水は別途必要です。
ローリングストック法
最低３日分、できれば１週間分

非常食
の備蓄

ニーズに合わせた備蓄

備蓄しているレトルト食品や水などを、消費期限が近
いものから順番に、普段の食事で消費（試食）し、その
分を買い足す方法です。
味見しながら好みの味をそろえることができます。

今年1月に発生し、大きな被害をもたらした令和6年能登半島地震から10カ月が経過しましたが、被災地の一
部地域では今もなお避難生活が続いています。また、8月には、宮崎県沖の南海トラフ地震の被害想定区域内
でマグニチュード7.1の地震が発生しました。この事態を受け、気象庁から南海トラフ地震臨時情報が発表さ
れ、大地震に対する警戒が高まりました。
今後、いつ起きるか分からない大地震に対して、万全の備えが必要です。

物資配給など行政の支援体制が整うまでには３日程度を要するため、かつては３日分以上の備
蓄が推奨されていましたが、首都直下地震が発生した際には物流の復旧など、さらに時間が
かかることが見込まれるため、現在では１週間分程度の備蓄が推奨されています。

市内の指定避難所である小・中・高等学校では、ペット同行避難ができます。避難スペー
スは、学校により異なります。　※原則として、ペットと同じスペースでの避難はできません。

水・食料・日用品などの備え 同行避難をする時は

•ペットフード　•水　•常備薬
•トイレシートなどの日用品
•定期的なワクチン接種
•「トイレ」「不必要にほえない」などの基本的なしつけ

•ケージに入れて避難　•ペットフード、水、トイレシートなどは持参
•避難者の中には、動物アレルギーやペットが苦手なかたもいること
を理解し、日頃から災害に備え準備しましょう。
•避難所での世話は、飼い主が責任を持って行ってください。

❶備える

❷食べる❸買い足す

おむつ ミルク

生理用品

と一緒にペット 防災対策

は突然に、　　  を万全に備え地震

災害用トイレ
の備蓄

水や食べ物
の備蓄
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11月9日(土)～15日(金)の7日間

秋季
全国

が実施
されます

住宅用火災警報器の設置効果（国内）

電気火災の状況（国内）

リチウムイオン電池内蔵製品の取り扱いポイント

なぜ、リチウムイオン電池から出火するのか

消防への各種届出の提出先が検索できます

火災予防運動
火災による死者の約９割は住宅で発生 住宅火災の対策

火災予防運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり火災予防の意識を高め､
火災の発生を予防し、生命・財産を守ることを目的としています。

市内では令和３年から令和５年までの３年間に発生し
た火災による死者は19人で、そのうち18人が住宅火災
で亡くなっています。

電気器具類＊
　を原因とする火災が増加中

平成25年 1,431件 → 令和4年 2,018件
　⇒住宅火災の原因の第１位となっています。
　⇒リチウム電池と充電式電池による火災の増加が顕著

外部からの衝撃などにより､内部でショート(短絡)して､
発煙・発火します。

消防の窓口17カ所から該当する条件検索結果を表示
します。ご利用ください。

・取扱説明書をよく確認する。
・衝撃を与えない、落下や浸水させない。
・高温環境下に放置しない。
・破損、膨張などの異常時は使用しない。
・廃棄の際は絶縁し、金属類で排出する。

（８ページもご確認ください）

令和２年から令和４年までの３年間における失火を原因とした住宅火災について、
火災報告を基に、住宅用火災警報器の設置効果を分析　【出典：総務省消防庁ホームページ住宅防火関係から抜粋】
※住宅火災のうち「放火」または「放火の疑い」が原因であるものを除く件数を、「失火を原因とした住宅火災」の件数としています。

＊家庭内で使用される電子レンジ、エアコン、延長コード、
　電源コード、電池などの電気機器、電気製品など
【出典：住宅における電気火災に係る防火安全対策検討会報告書から抜粋】

▲発火原因となったリチウムイオン電池内蔵製品
　デジタルカメラ、加熱式タバコ、掃除機（左から）

＊「死者」とは、火災現場において火災に直接起因して死亡した者であり、火災により負傷した後48時間以内に死亡した者を含む。
　（死者の発生した経過が「殺人・自損」（放火殺人の犠牲者、放火自殺、放火自殺者の巻添者）であるものを除く。）

早期に火災に気付くために…
⇒住宅用火災警報器を設置
⇒設置していれば、
　定期的な点検をしましょう。

【出典：（公財）日本容器包装リサイクル協会】

問い合わせ…消防局予防課 i048-261-8371　E048-262-4850
　　　　　　南消防署管理課 i048-222-8280　E048-225-7068
　　　　　　北消防署管理課 i048-261-3182　E048-267-4664
　　　　　　東消防署管理課 i048-287-3574　E048-286-3711

届出窓口検索案内

川口市消防局

住宅火災100件当たりの死者＊　数
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